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【平成２９年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

 Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

○ Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
この分野自体の認知度が低いこと、並びに取り扱う研究者数が少ないことが推測されるが、欧米

を代表する人類学系雑誌とかわらないインパクトファクターを有していることは評価できる。 

この分野自体の広報も重要であり、その努力も認められるが、十分な成果はまだ出ていないよう

に思われる。 

ただ、現段階で、インパクトファクターが低値で増減を繰り返していることは、極めて重要な問

題であり、十分な分析とともに、さらなる対応策を講じるべきであろう。 

なお、経費支出については、特に問題ない。 

 

 
 


